


【新名称決定までの流れ】

　①新名称を公募　（期間：平成22年2月1日～平成22年2月28日）
　②新名称選定委員会にて協議
　③法人理事会にて最終決定　（平成22年3月）

※決定後、結果は法人ホームページにおいて発表させて頂きます。

【新名称決定にあたって】

再整備・運営を行う社会福祉法人の選定機関である、「京都市醍醐
和光寮再整備に関する事業実施法人選定委員会」および、現和光寮
関係者の方々より、歴史があり地域や利用者の方に浸透している
「和光寮」の名称を何らかの形で再整備後も引き継いでほしいという
意向があります。
この意向を十分に反映をし、名称決定を進めさせていただきます。

【公募名称について】

再整備事業におきまして、法人が運営を予定している施設・事業所は
以下となります。

・障害者支援Ａ施設（自閉症対応型施設）
・障害者支援Ｂ施設（高齢者対応型施設）

今回の公募対象名称は、来年度運営開始予定である障害者支援施
設のＡおよびＢ施設の2つの名称となります。

※今回の公募対象外事業所の名称につきましては、別途、公募させ
て頂きます。



【醍醐和光寮再整備について】

　醍醐和光寮は、障害のある方、障害のある児童の施設として、先導的・
先駆的な役割を果たしてきましたが、築４０年を迎え、建物の老朽化が著
しく、建替え再整備を行うこととなりました。
　その中で、施設機能の再整備や充実に合わせて、再整備・運営を行う
社会福祉法人を公募により選定する方針が示され、平成19年12月には、
「京都市醍醐和光寮再整備に関する事業実施法人選定委員会」が設置
されました。
　当選定委員会により、「社会福祉法人 南山城学園」が実施法人として
選定され、現在、再整備事業に邁進している状況です。

【障害者支援Ａ・Ｂ施設(仮称) 共通コンセプト】

・利用者一人ひとりの障害程度や年齢、生活リズム等に即した支援を推
進します。
・プライバシーに配慮した個室を基本に、小規模な生活単位に基づいた支
援（ユニットケア）を充実させ、「生活をともにするケア」を実践します。
・日中活動の場と住まいの場を分離し、日々にやりがいや充実感を感じる
ことのできる活動プログラムを設定するとともに、”普通の暮らし”のあり方
を追求します。
・地域との交流を深め、地域社会とのつながりを重視しながら、自立支援
と社会活動への参画を推進します。
・現和光寮利用者の新施設への円滑な移行と丁寧な引継ぎに努め、これ
までの暮らしの連続性に留意した支援を行います。

【障害者支援施設Ａ（仮称） コンセプト】　※自閉症対応型施設

集団活動に馴染みにくい方や、日常生活上のきめ細やかな心理的・精神
的ケアを必要とする方のための施設です。個別支援計画と少人数での生
活単位（ユニット）に基づき、利用者の健康的で豊かな暮らしの実現を目
指します。地域との交流を大切にしながら、障害特性や心身の特性に配
慮した暮らしの支援と、利用者個々の強みや長所に着目した日中活動支
援を行い、安定した生活リズムの確立に努めます。

【障害者支援施設Ｂ（仮称） コンセプト】　※高齢者対応型施設

高齢期にある方、介護ニーズや医療的ケアが重視される方をはじめ、心
身機能の低下が見られる方でも、出来る限り現在の生活が継続できるよ
うにします。また、介護が必要になられても、施設機能の限度の中で、可
能な限り支援を行います。
趣味や余暇活動などを充実させ、個々の時間を大切にすることで、ゆった
りとした安らぎのある生活を職員とともに過ごしていただきます。
地域で暮らしておられた方に対して、施設の支援を通じて生活面の安定を
図り、働くことのサポートをします。


